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目的、調査方法、調査過程及び今後の予定 

 
1． 目的 

「長岡市男女共同参画社会基本条例」では、「市は、男女共同参画社会の形

成に関する施策を実施するための拠点として、長岡市男女平等推進センターを

置くこと（第 18 条）」、「市は、男女共同参画社会の形成に関する施策を効果的

に実施するため、必要な調査及び研究を行い、その成果の活用に努めるものと

する（第 19 条）」と定めている。 

これを受け、「第 2 次ながおか男女共同参画基本計画」では、基本目標 1 の

事業「メディア・リテラシー（情報解読能力）の学習機会の提供」、基本目標

4の事業「男女共同参画に関する調査・研究」を設け、以下の対象について調

査・研究を行った。 

市政だより及び同時配付文書（平成 31 年 1 月～令和 2年 3月） 

※平成 30 年「男女共同参画に関する調査・研究報告書」が平成 30 年１月～12 月を

対象としていたことから、当調査・研究報告書では、平成 31 年１月～３月を臨時

的に対象とした。 

 

 

2． 調査方法 

（１）一次チェック 

対象となる、市政だより及び同時配布文書のすべての掲載情報を種別（1

写真、2 図表・イラスト、3文章）に分け、男女共同参画の視点、人権啓

発の視点で一次チェックを行った。チェックに当たっては、内閣府男女共

同参画局「男女共同参画の視点からの公的広報の手引き」、長岡市広報課

「広報活動の手引き」、福岡県古賀市「男女共同参画の視点から広報物に

おける表現のガイドライン」、福岡県田川市「公的広報の表現ガイドライ

ン」などを参考にした。 

（２）二次チェック 

一次チェックをまとめた素案について、ウィルながおか職員（４名）が二

次チェックを行い、案をまとめた。 

（３）具体的なチェック内容 

・イメージの固定化をしていないか 

 悪い例：技術系＝男性、介護系＝女性 

     サッカー＝男の子、お絵かき＝女の子 
     仕事＝男性、家事＝女性 
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・男女を対等な関係で描いているか 
 悪い例：上司＝男性、部下＝女性 
     加害者＝男性、被害者＝女性 

・男女で異なった表現を使用していないか 
 悪い例：委員数〇人（うち女性□人） 
     キーマン、カメラマン、父兄、看護婦など 
     女性初の～など女性を強調する表現 

・男女の写真、イラストがバランスよく登場しているか 
・男性から見ても、女性から見ても、違和感のない表現になっているか 

 
 

3． 調査過程及び今後の予定 

（１）令和元年度 

    １０月 平成 30 年「男女共同参画に関する調査・研究報告書」作成・公表 

     ３月 長岡市広報課「広報活動の手引き」改訂 
（２）令和２年度 
     ４月 令和元年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書（案）」作成 

 同案について関係課の意見聴取  

８月 長岡市男女共同参画審議会報告 

    １０月 令和元年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書」公表 

１１月 メディアリテラシーの市民向けセミナーの開催 

（３）令和３年度 
     ４月 令和２年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書（案）」作成 

 同案について関係課の意見聴取 

８月 長岡市男女共同参画審議会報告 

    １０月 令和２年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書」公表 

１１月 メディアリテラシーの職員向けセミナーの開催 

     ３月 最終報告書案（平成 30～令和３年度）の作成 
         ※令和４年度の長岡市男女共同参画審議会に報告後、公表 
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全体概要 

 

1， 総チェック点数 

市政だより（平成 31 年 1 月号～令和 2 年 3 月号）及び同時配付文書…

2,808 点 

 

2， 全体概要 

【総 括】 

 ・令和２年 1月号で、磯田市長は「新しい時代を創るには、女性の活躍をし

っかりと後押しすることが大事」と述べている。市政だよりについては、

全体的には写真など男女ともに紹介されており、評価できるが、大きく二

つの課題が指摘できる。 

 ・一つ目の課題は、成人式の写真や雪の女王の写真など、女性をアイキャッチ

ャーとして起用していると思われる事例がみられたことである。男女共同

参画の視点で、目的や協調したい点を検討したうえでの起用であるかどう

かを確認する必要がある 

 ・二つ目の課題は、女性のイラストだけや、エプロン姿の女性のみのイラスト

の使用など、家事＝女性という性別による固定化したイメージがうかがえ

る事例があったことである。女性のみ、男性のみの講座の写真も見られた。

これらについては、男女がバランスよく登場することを求めるとともに、講

座の募集方法などの工夫も期待したい。 

 

【対応案】 

 ・平成 30 年「男女共同参画に関する調査・研究報告書」を受け、令和年度に

長岡市広報課「広報活動の手引き」が改訂された。この中では、男女共同参

画の視点をいつも意識するとしており、引き続き、日ごろの業務において、

常に男女共同参画の視点を意識して取り組むことが大切である。 

 ・性別によるイメージの固定化や女性を安易にアイキャッチャーとして起用

する背景には、無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）がある。この無

意識の偏見は誰でもが何かしら持っており、それ自体が直ちに問題となる

わけではないが、自覚しないで放置しておくと、女性への差別など様々な問

題を引き起こす要因になる。今後、市職員が無意識の偏見に気付き、それを

自覚し、広報などの取り組みを進めていくための研修を行う必要がある。ま

た、読者である市民向けの啓発も検討すべきである。 
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個別報告 

 

 市政だより及び同時配布文書の掲載情報を種別（1 写真、2 図表・イラスト、

3文章）に分け、男女共同参画の視点、人権啓発の視点でチェックを行った。そ

の結果、指摘事項は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 市政だより 1 月号 19ページ ＞ 青少年育成課（子ども・子育て課） 

 

成人式の写真に、主に女性しか

写っていない（平成 30 年 1 月号も

同様）。 

女性のみの写真を用いる意図は

何か。もし「華やかだから」「目を

引くから」というキャッチ的な意

図であれば問題がある。男のみ女

のみの写真を隔年にする、男女そ

ろった写真にする、男性のみ女性

のみを 1 枚ずつ用いて組み写真に

するなどの工夫が必要である。 
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＜ 市政だより 4 月号 19ページ ＞ 中之島支所地域振興課 

 

 

 

 写真に女性しか写っていない。

参加者は女性のみだったか。男女

が参加しているならバランスよく

紹介すべきである。園芸教室の応

募に偏りがあるのであれば、募集

の仕方に工夫が必要と思われる。 

＜ 4 月同時配送文書 健康カレンダー表紙 ＞ 健康課 

 

 

 

                     女性のイラストの多くがエプロンをし 

ている。男性でエプロンをしている人はい 

ない。家事＝女性という性別による固定化

したイメージがあるのではないか。 
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＜ 市政だより 5 月号 10ページ ＞ 健康課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性のイラストがエプロンをしている。家事＝女性という性別による固定化したイメ

ージがあるのではないか。 

＜ 市政だより 8 月号 18、19 ページ ＞ 文化振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国民文化祭のイラストが、女性のみ。どの競技も男女ともに活躍している。男性と女

性のイラストをバランスよく使用すべきである。 
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＜ 市政だより 11 月号 26 ページ ＞ 子ども家庭課（子ども・子育て課） 

 

 

 

 
 

 

 母親と子ども写真は、子育て＝女性を連想させる。このテーマのイメージ写真は家族

写真にするなど、工夫が必要である。 

＜ 市政だより 12 月号 3 ページ＞ 保育課 

 

 

 

 

 

 保護者、サポート者、ともに女性のイラ 

ストしかなく、子育て＝女性を連想させ 

る。このテーマのイラストは家族写真にす 

るなど、工夫が必要である。 
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＜ 市政だより令和 2年 1月号 12 ページ ＞ 青少年育成課（子ども・子育て課） 

 

 

 成人式の写真が女性のみ（ほぼ毎年）。 

 女性のみの写真を用いる意図は何か。もし

「華やかだから」「目を引くから」というキャ

ッチ的な意図であれば問題がある。男のみ女

のみの写真を隔年にする、男女そろった写真

にする、男性のみ女性のみを 1 枚ずつ用いて

組み写真にするなどの工夫が必要である。 

 

＜ 市政だより令和 2年 2月号、3月号 表紙 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単体として、看護士＝女性、技術者＝男性というイメージを持たれることは、よくな

いが、男女共同参画の視点を持ち、年間を通して、人材育成といった目的をしっかりと

検討して、表紙に使用していることは、大いに評価できる。 
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＜ ながおか社協だより vol.168 1～4 ページ ＞ 福祉総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                1 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       2 ページ                 3 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

                  4 ページ 

 

 認知症、介護における不安をイラスト化し、制度の説明を行っている。このイラスト

では、家事や介護を女性の役割としている。そのため、家事・介護＝女性というイメー

ジを読者に持たせる危険がある。 



11 
 

 

＜ 市政だより令和 2年 3月号 8,9 ページ ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 8 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          9 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真には男性のみ、女性のみしか写っていない。男女が参加しているならバランス

よく紹介すべきである。応募に偏りがあるのであれば、募集の仕方に工夫が必要と思

われる。 
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＜ 雪しかまつり 雪の女王コンテスト ＞ 観光事業課、観光企画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市政だより 2019 年 1 月号 30 ページ      市政だより 6 月号裏表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            市政だより 2020 年 1 月号 26 ページ 

 

 「越後長岡雪の女王」は、長岡雪しか祭り実行委員会が選任しているものであるが、

現在長岡市は、「長岡市男女共同参画社会基本条例」に基づき、男女共同参画の視点から

「越後長岡雪の女王」の名称について検討を働きかけている。今後、「越後長岡雪の女

王」の活用を検討する必要がある。 
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【参考資料】 

＜ 雪しかまつり 雪の女王コンテスト 参加者募集チラシ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

         （表面）                                     （裏面） 
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＜ 長岡市広報課「広報活動の手引き」令和２年３月 （抄）＞ 

 

第４ 男女共同参画の視点をいつも意識する 
 

平成 27 年 9 月、国連サミットで SDGs（国連 世界の未来を変えるための 17の目

標）※１が採択されました。この目標５が「ジェンダーの平等を達成し、すべての女

性と女児のエンパワーメントを図る」です。令和元年に国の定めた「SDGs 実施指針

改定版」では、人権の尊重とジェンダー平等の実現が全ての目標の実現に不可欠で

あるとされています。 

広報において男女共同参画の視点を持つと、自分が抱いていた伝えたい人のイメ

ージが意外に狭いことに気づくでしょう。広報の受け手には、男性も女性もいるこ

とを念頭において表現することは、これまでの固定的な考えにとらわれない、魅力

的な広報につながります。そのためには、日ごろの業務において、常に男女共同参

画の視点を意識して取り組むことが大切です。 

市が発信する情報は公共性が高く、市民意識に大きな影響を及ぼす可能性がある

ことから、ポスターやパンフレット、テレビ、ホームページ、ＳＮＳなどで広報す

る際には、誤解を招くような表現があってはなりません。そのためには女性、高齢

者、障害者、外国人など多様な受け手を意識し、共感を得られるような表現を心が

けてください。すでにある広報・出版物についても、男女共同参画の視点で適宜、

見直してください。 

 

１ 性別によってイメージを固定化していませんか？ 

「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的な役割分担を強調したり、性別

で職業を分ける表現ばかりを用いるのではなく、男女が仕事や家事・育児・介護など

で協力したり、様々な職業に就いたりしている現実を反映させる表現を心がけまし

ょう。 

イラストや写真の使用の際には、意図しなくても、結果として差別的な表現になっ

てしまう場合がありますので、注意が必要です。男性が介護をしているイラストがな

かったり、家族のイラストで母親と思われる人がエプロンをつけていたりすること

は、無意識の偏見といえます。無意識の偏見は誰でもが何かしら持っており、それ自

体が直ちに問題になるわけではありません。しかし、自覚しないで放置しておくと、

女性への差別など様々な問題を引き起こす要因になります。無意識の偏見に気付き、

それを自覚することが広報に求められています。 

 

【悪い例】・技術系＝男性、介護系＝女性 
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・サッカー＝男の子、お絵かき＝女の子 

・保育士＝女性、医師・弁護士＝男性 

・エプロン＝女性、作業服＝男性 

 

２ 男女を対等な関係で描いていますか？ 

性別による上下をつける意図はなくても、男性がいつもリーダーだったり、被害者 

がいつも女性だったりと、男性優位の固定観念が根底にあるかのような表現が見ら

れます。慣習的に続けてきた表現も漫然とは用いず、陥りがちな問題を意識し、男女

対等の観点から見直す態度が必要です。 

 

【悪い例】 ・お茶出し＝女性 

・上司＝男性、部下＝女性 

 

３ 男女で異なった表現を使っていませんか？ 

男性と女性は対等であり、協力し合う関係です。男女で異なる表現をする場合は 

注意が必要です。当たり前との思い込みから、何気なく使ってしまう表現もあります

が、適切な言葉を探すことが大切です。対称的かつ平等な表現を心掛けましょう。 

  

 【例】× 委員数□人（うち女性□人） → ○ 委員数□人（男性□人、女性□人） 

 × キーマン → ○ キーパーソン  

  × カメラマン → ○フォトグラファー 

× 父兄 → ○ 保護者 

  × 女性初（女性を強調する表現はＮＧ） 

 

４ 女性をむやみに“アイキャッチャー※２”にしていませんか 

「第２次ながおか男女共同参画基本計画」では、女性活躍推進を重要な施策として

位置付けています。そのため活躍する女性を写真などで紹介することは推奨するべ

きことですが、単に目を引くためや親しみやすさを持たせるため、内容とは関係なく

女性を姿や身体の一部を写真などで使用する場合があります。このような広報物は

女性をモノとして扱っていると批判されても仕方ありません。容易に女性をアイキ

ャッチャーとして起用せず、目的にあった、より効果的な表現方法を工夫しましょう。 
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チェックリストで男女共同参画の視点を再確認してください 

 

【事  前】 

□  男女共同参画の視点を持ち、伝えたい内容、伝えたい対象、特に目的や 

強調したい点は何かなどを考えましたか？ 

 

 【作成過程】 

□  男女双方が想定された表現になっていますか？ 男女がバランスよく 

登場していますか？ 

□  男性、女性で役割を決めつけて表現していませんか？ 多様なタイプの 

男女が描かれていますか？ 

□  男女に主従、上下、強弱の関係があるような表現になっていませんか？ 

□  男女いずれにも使える言葉を使っていますか？ 男女で異なる表現、い 

ずれかに特有な表現をしていませんか？ （例：サラリーマン→会社員 

カメラマン→フォトグラファーなど） 

 

 【最後の確認】 

□ 女性から見ても、男性から見ても、違和感のない表現になっていますか？ 

（まわりの人たちに意見をきいてみましょう。） 

 

長岡市男女共同参画社会基本条例の第８条では、「何人も、広く市民に情報を 

提供する場合において、性別を理由とする権利侵害を助長する表現を行わない 

よう努めなければならない」と明記しています。 

条例の内容を確認し、情報発信にあたっては順守してください。 

 

 

※１ 「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。17 の大きな目 

標と、それらを達成するための具体的な 169 のターゲットで構成されている。 

※２ 広告に注目させるための視覚的要素のこと。広告の手法のひとつ。 
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＜ 令和元年度 男女共同参画に関する調査・研究報告書（案） ＞ 

 

令和２年４月発行 

 

長岡市市民協働推進部人権・男女共同参画課 
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URL:https://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/cate14/will/ 

 

 


